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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 1 4 5 15 2 2 2 2 4 6 2 2 1 1
5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 1 0 0 0
7 * 1 4 1 6 0 0 2 1 1 2 0 0 0 0
11 0 2 3 3 9 0 0 1 1 3 4 0 2 1 0
12 0 0 0 0 2 3 4 2 4 8 12 1 0 0 1
13 0 1 2 1 4 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
14 * 1 3 3 10 0 0 2 3 5 8 3 4 1 0
17 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0
18 * 0 0 4 7 0 0 5 2 1 3 0 2 0 1
24 * 0 0 3 6 1 2 1 2 0 2 1 0 0 0
35 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 2 0 1 0 0
76 0 0 0 0 2 0 0 2 2 0 2 0 1 0 1
91 0 3 4 2 3 1 2 0 1 1 2 0 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 2 5 4 10 2 2 0 2 1 3 3 1 0 0
3 * 2 5 5 13 0 0 3 0 3 3 1 3 3 0
10 * 0 0 3 10 0 0 1 3 7 10 2 0 0 0
12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
18 * 0 2 5 9 5 9 1 4 4 8 0 1 1 0
24 0 0 0 0 2 0 0 2 1 0 1 0 0 0 0
30 * 2 6 6 11 1 2 1 1 1 2 2 0 0 0
33 * 0 0 3 5 0 0 4 3 10 13 3 0 0 2

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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0 - - - - - - - - - - - - - -
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2015年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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大阪経済大学
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戦評
【総括】
今大会2次リーグ3日目第2試合は、上級生が軸となりチームを牽引する同志社大学と、外からの得点を主とする大
阪経済大学の試合となった。序盤は両チーム入れ合いが続き、一進一退の攻防が続いた。両チーム外のシュートの
確率が高く相手に主導権を渡さない。大経大が得意の速い展開から得点を決めれば、同志社は外のシュートで応
戦する。オーバータイムまでもつれこんだ好ゲームは、試合終了間際に同志社#11高野が放ったシュートがリングを
射抜き78-80で同志社の劇的な逆転勝ちに終わった。最後までどちらが勝つか分からない白熱した試合となった。
【第1ピリオド】
同志社は#7川武のシュートで先制する。一方の大経大も得点源#30橋本のファーストシュートが決まり、両チーム落
ち着いた入りを見せる。第1ピリオド残り6分、大経大の外のシュートが決まり出し点差を広げる。同志社はメンバーを
変えながら様子を見る。好調の同志社#24石塚がリバウンドから得点を重ね、大経大に流れを渡さない。残り3分、同
志社は相手のファウルを誘いフリースローで得点を重ねていく。#12元田のシュートで14-14の同点に。終盤に速攻
を決めた大経大が16-20の4点リードで第1ピリオド終了。
【第2ピリオド】
序盤、同志社は#14高山のキレのあるドライブから6連続得点で点差を詰めにかかる。しかし大事な所でターンオー
バーを連発してしまう同志社。大経大は相手のミスから速攻を出し、確率の高いシュートで得点していく。同志社は
#35村井、#7川武を中心に外のシュートで得点を重ねリードを奪う。すかさず大経大も#3杉谷が3Pシュートで逆転す
る。その後も両チーム得点の入れ合いが続くものの、34-36の大経大が2点リードで前半を折り返す。
【第3ピリオド】
後半開始2分、同志社#0荒谷がミドルシュートを決めて逆転に成功する。しかし大経大は得意の速い展開で8連続得
点。#30橋本の3Pシュートも決まり、この日最大の12点差に。たまらず同志社はタイムアウトを取り、#13下田が3P
シュートを決め追いすがる。終盤、これ以上点差を離されたくない同志社も激しいディフェンスで大経大に思い通り
に攻めさせない。第3ピリオド終了間際、同志社#14高山のミラクルシュートが決まり、54-47の7点差で大経大リードの
まま最終ピリオドへ。
【第4ピリオド】
最終ピリオド開始直後、同志社は#0荒谷の3Pシュートを筆頭に怒涛の7連続得点をあげ、3分足らずで逆転に成功
する。大経大は焦りからか確率の高かった外のシュートが影を潜める。絶好調の同志社#91津江が2連続得点でチー
ムに勢いをつける。しかし大経大も速攻から一気に得点を重ね、両チーム一歩も引かない展開が続く。残り1分、大
経大#1木下がレイアップシュートから70-70の同点に。そのまま両チーム得点は入らず延長戦へ。
【延長】
同志社#0荒谷のフリースローで一歩リード。大経大も#1木下や#18三枝を中心に泥臭く得点を重ねていく。同志社
は#12元田を投入しリバウンドを強化する。両チームディフェンスを頑張り思うようにシュートが決まらない。試合終
盤、#30橋本がフリースローを決め76-75の1点リードに至る。タイムアウトを取った同志社は#0荒谷が値千金のシュー
トを決める。試合終了間際、大経大#1木下が入れ返して逆転。同志社の敗北が決定したかに思われたが残り1秒、
#11高野が3Pラインから放ったシュートがリングに吸い込まれ78-80で同志社が劇的な勝利をものにした。
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